
参
院
選

平
和
と
憲
法

を
大
き
な
争
点
に

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
の
静
岡

県
憲
法
会
議
の
集
会
で
、
渡
辺
治
氏

の
「
い
ま
憲
法
が
問
わ
れ
て
い
る
！

岸
田
政
権
下
、
改
憲

の
新
局
面
と
市
民
の

課
題
」
と
題
す
る
講

演
を
聞
い
た
。
質
疑

を
含
め
て
正
味
３
時

間
に
及
ぶ
大
講
演
だ
っ

た
。
時
節
柄
、
渡
辺

氏
の
お
話
は
、
後
半

に
な
る
に
し
た
が
っ

て
熱
を
帯
び
、
参
加

者
に
頑
張
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
を
奮
い
立

た
せ
る
力
が
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
の
結
果
、

日
本
の
世
論
は
、
軍

備
拡
大
、
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
保
有
容
認

に
大
き
く
傾
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
世
論

は
、
表
層
的
な
見
方

で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問

題
の
真
の
教
訓
を
見

て
い
な
い
。
も
と
も
と
武
力
強
化
、

軍
事
大
国
化
を
願
っ
て
い
る
人
た
ち

の
煽
り
に
乗
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。渡

辺
氏
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の

教
訓
は
、
軍
事
同
盟
と
軍
事
対
決
で

は
世
界
の
平
和
は
実
現
で
き
な
い
こ

と
を
示
し
た
こ
と
だ
と
い
う
。

「
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
ど
う

や
っ
て
日
本
と
ア
ジ
ア
の
平
和
を
実

現
す
る
の
か
。
現
在
、
日
本
が
巻
き

込
ま
れ
る
戦
争
の
危
険
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
？

具
体
的
な
危
険
は
、
台

湾
有
事
へ
の
集
団
的
自
衛
権
と
尖
閣

武
力
衝
突
だ
」
と
渡
辺
氏
は
語
る
。

尖
閣
問
題
に
つ
い
て
は
、
紛
争
の

平
和
的
解
決
の
機
構
は
日
中
平
和
条

約
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
大
問
題
、
台
湾
有
事

の
際
に
は
、
日
米
安
保
条
約
、
戦
争

法
（
安
保
法
制
）
を
根
拠
と
し
て
米

軍
と
自
衛
隊
の
参
戦
の
危
険
性
が
増

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
台
湾
有
事
へ
の

介
入
は
、
明
ら
か
に
憲
法
違
反
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
９
条
改
憲
が
狙
わ

れ
て
い
る
。

野
党
共
闘

こ
の
道
し
か
な
い
！

「
こ
れ
ら
の
戦
争
政
策
を
止
め
さ

せ
、
憲
法
９
条
を
軸
に
し
た
平
和
政

策
を
進
め
る
の
は
、
野
党
共
闘
の
前

進
、
そ
し
て
政
権
交
代
し
か
な
い
。

今
、
野
党
共
闘
は
大
変
な
時
期
に
陥
っ

て
い
る
。
共
闘
を
め
ぐ
る
ジ
グ
ザ
ク

は
あ
り
う
る
も
の
だ
か
ら
、
こ
の
道

し
か
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
確
信
を

も
っ
て
、
今
度
の
参
院
選
で
は
、
改

憲
勢
力
の
３
分
の
２
阻
止
を
目
指
し

闘
お
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
立
憲
野

党
を
励
ま
し
、
『
憲
法
改
悪
を
許
さ

な
い
全
国
署
名
』
で
改
憲
の
危
険
性

を
訴
え
よ
う
」
な
ど
、
渡
辺
氏
は
、

危
機
感
を
も
っ

て
語
っ
て
い
た
。

合
戸

政
治
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安全保障条約

今日も元気にごはんを食べていますか。日

本の食料事情は自給率が低くかなりの部分を

輸入にたよっています。新型コロナウィルス

蔓延、ロシアのウクライナへの侵略などにより食料だけでなく燃

料、原料、機械一般までも影響を受けています。物流の影響で物

価は上がり、一部の一般市民は生活に困窮しています。日本でも

食料においては異常気象のためいろいろなところで生育が悪くな

り物価上昇に拍車をかけています。世界を見てみれば生まれた子

供が餓死しているニュースが流れています。それなのに今の政府

は殺し合いの兵器の事ばかり考えている。そもそも日本の食料自

給率が下がってきたのは国内の工業製品を売るために食料を買う、

国内の農業を減らす政策が繰り返し行われてきたからです。主食

である米の値段は産地の東北では下がり続け、玄米で60キロ8000

円にまで下がってきた時もありました。

アメリカとの関係では日米安全保障条約が大きな問題点を提起

しています。食料の輸入が切られたら日本は終わりです。何が安

全保障なのでしょうか。安全保障条約というのは安全保障の名を

借りたアメリカの日本支配にあるのです。アメリカの言いなりに

なっている今の政府には変わってもらって独立した日本を作りま

しょう。 望月 金一

つむじ風
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▽
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

契
機
と
し
て
、
に
わ
か
に
自
民
党
、

維
新
の
会
を
中
心
と
し
た
改
憲
側

が
、
「
９
条
で
国
が
守
れ
る
か
！
」

と
攻
勢
を
強
め
て
い
る
。
世
論
調

査
な
ど
で
も
維
新
の
会
な
ど
は
伸
び
て
き
て
い
る
。

国
民
の
中
に
も
一
定
程
度
の
「
日
本
は
攻
め
ら
れ
た

ら
ど
う
す
る
の
？
」
と
い
う
不
安
が
少
し
ず
つ
だ
が

は
び
こ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

▽
私
た
ち
清
水
９
条
の
会
連
絡
会
は
、
１

月
か
ら
月
一
度
の
九
条
を
守
る
宣
伝
、
訴

え
の
活
動
を
二
、
三
十
名
で
行
っ
て
き
て

い
る
が
、
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
中
心
は

「
外
交
中
心
で
。
武
力
で
平
和
を
守
れ
な

い
」
で
あ
る
。
人
の
集
ま
る
所
で
の
訴
え

だ
が
、
反
戦
の
歌
声
の
参
加
も
あ
り
、
六

月
に
は
草
薙
駅
北
口
で
、
夕
方
の
学
生
や

会
社
帰
り
の
若
い
人
に
呼
び
か
け
る
予
定

だ
。
▽
私
た
ち
の
願
い
（
ね
ら
い
）
は
あ

く
ま
で
も
戦
争
反
対
な
の
だ
。
「
プ
ー
チ

ン
倒
せ
！
」
で
は
、
ア
メ
リ
カ
・
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
は
、
ど
ん
ど
ん
武
器
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

送
り
、
戦
い
は
ま
す
ま
す
泥
沼
化
し
、
犠

牲
者
は
増
え
て
い
く
。
果
た
し
て
そ
れ
で

い
い
の
か
？
▽
プ
ー
チ
ン
は
世
界
の
世
論

を
す
ご
く
気
に
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て

い
た
。
世
界
の
世
論
と
は
何
か
、
そ
れ
は

「
プ
ー
チ
ン
倒
せ
！
」
で
は
な
く
「
戦
争

を
や
め
ろ
！
」
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
を
通
し

て
伝
わ
っ
て
く
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
の
声
は
、
「
戦

争
を
終
え
て
く
れ
！
止
め
て
く
れ
！
」
な
の
だ
。
▽

誰
も
好
ん
で
戦
争
を
や
っ
て
く
れ
と
は
言
わ
な
い
。

だ
が
戦
争
が
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
今
、
一
日
で
も
早

く
戦
争
を
終
え
る
こ
と
だ
。
そ
の
世
界
世
論
を
作
る

の
が
私
た
ち
の
役
目
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

そ
の
事

が
私
達
の
〝
憲
法
９
条
を
守
ろ
う
、
生
か
そ
う
〟
と

い
う
事
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

「プーチンをやっつけろ」でいいのだろうか？ ～鈴木 克洋～ 風の
子

５･３憲法講演会に参加して

熱
心
に
語
り
か
け
る
渡
辺
治
氏

５月３日、朝日新聞・

毎日新聞の朝刊に掲

載された「静岡県内

の９条の会」による

意見広告(一面)



ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

と
そ
れ
を
口
実
に

し
た
９
条
破
壊

憲
法
改
悪
を
許
さ

な
い
署
名
を
！

呉
服
町
青
葉
公
園
の
前
で
は
毎

月
９
日
と
29
日
の
正
午
か
ら
１
時

間
、
９
条
改
憲
を
許
さ
な
い
宣
伝
、

署
名
「
９
の
日
行
動
」
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
参
加
す
る
の
は
平
和

委
員
会
、
新
婦
人
、
静
岡
市
９
条

の
会
連
絡
会
な
ど
の
皆
さ
ん
た
ち

で
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
侵
略
に
対
し
て
、
全
国
で
強
い

抗
議
の
声
と
行
動
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
街
頭
で
も
私
た
ち
の
呼
び

か
け
に
街
を
歩
く
市

民
の
皆
さ
ん
も
署
名
、

募
金
に
応
え
る
姿
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
、
侵
略

開
始
直
後
か
ら
こ
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

口
実
に
、
「
９
条
で

国
は
守
れ
る
の
か
」
、

「
力
の
み
を
信
奉
す

る
相
手
に
は
力
で
し

か
対
抗
で
き
な
い
」

（
国
家
基
本
問
題
研

究
所
「
意
見
広
告
」
）

な
ど
、
９
条
の
破
壊

と
改
憲
を
一
層
推
し

進
め
よ
う
と
す
る
言

動
が
勢
い
を
増
し
て

き
て
、
街
頭
で
も

「
武
力
で
攻
め
て
き

た
ら
ど
う
す
る
！
」

な
ど
詰
め
よ
っ
て
く

る
人
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

憲
法
記
念
日
の
各

紙
の
世
論
調
査
は
９

条
改
憲
を
ど
う
扱
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

朝
日
新
聞
は
い
ま
の

憲
法
に
対
し
、
「
変
え
る

必
要
が
あ
る
」
56
％
（
昨

年
調
査
は
45

％
）
で
、

「
変
え
る
必
要
は
な
い
」

37
％
（
同
44
％
）
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年

に
郵
送
調
査
を
始
め
て
以

降
、
改
憲
必
要
派
は
最
多
。

憲
法
第
９
条
に
つ
い
て
は

「
変
え
な
い
ほ
う
が
よ
い
」

59

％
（
同
61

％
）
で
、

「
変
え
る
ほ
う
が
よ
い
」
33
％

（
同
30
％
）
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

読
売
新
聞
で
は
、
憲
法
改
正
に

「
賛
成
」
が
60
％
（
前
回
調
査
56

％
）
で
「
反
対
」
が
38
％
（
同
40

％
）
。
戦
力
の
不
保
持
な
ど
を
定

め
た
９
条
を
改
正
す
る
必
要
が

「
あ
る
」
は
50
％
（
同
46
％
）
で
、

「
な
い
」
が
47
％
（
同
47
％
）
。

自
民
党
な
ど
は
侵
攻
を
機
に
九
条

改
正
論
議
の
進
展
を
狙
っ
て
い
ま

す
が
、
改
憲
論
は
必
ず
し
も
強
ま
っ

て
い
な
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
朝
日
・
毎

日
新
聞
へ
の
９
条
の
会
意
見
広
告

へ
の
市
民
の
参
加
者
も
増
え
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
に
便
乗
し
た
、
岸
田

政
権
に
よ
る
改
憲
と
９
条
破
壊
の

動
き
は
ま
す
ま
す
加
速
化
し
て
い

ま
す
。
参
議
院
選
挙
ま
で
あ
と
２
ヶ

月
と
迫
っ
て
い
ま
す
。
「
憲
法
改

悪
を
許
さ
な
い
全
国
署
名
」
を
持
っ

て
、
改
憲
を
許
さ
な
い
！
９
条
に

基
づ
く
平
和
を
！
と
、
一
人
で
も

多
く
の
市
民
に
よ
び
か
け
ま
し
ょ

う
。

三
輪

矩
正

５
月
28
日
（
土
曜
日
）
、
静
岡

市
平
和
委
員
会
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

問
題
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
女
性
の
キ
ン
・
ヤ
ダ

ナ
ソ
ー
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
て
考

え
合
い
ま
し
ょ
う
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
軍
の
ク
ー
デ
タ
ー

か
ら
１
年
あ
ま
り
。
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
報
道
の
陰
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
も

不
服
従
運
動
が
続
い
て
お
り
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
同
様
難
民
が
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

今
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
は
、

国
際
社
会
が
関
心
を
持
ち
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、

何
が
で
き
る
の
か
考
え
合
う
こ

と
で
す
。
ご
都
合
を
つ
け
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、
マ

ス
ク
等
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。
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５月

24日（火）平和行進スタンディング 16：00

青葉公園Ｂ２

28日（土）ミャンマー講演会 キン・ヤダナソーさん

シズウエル102号室 10：00～12：00

29日（火）９の日行動 青葉前 12：00

６月

７日（火）核禁止条約サイン署名 東急前 12：00

９日（木）９の日行動 青葉前 12：00

19日（日）オール静岡アクション 青葉前 16：30

25日（土）県平和委員会総会 10：00～ シズウエル

29日（火）９の日行動 青葉前 12：00

平和の動き
５～６月静

岡

空

襲

逃

れ

移

植

の

樟

若

葉

新

茶

汲

む

急

須

の

脇

の

砂

時

計

車

椅

子

離

る

一

歩

や

新

樹

光

逗

子

の

海

雲

間

に

望

む

五

月

富

士

俳
句

山
田

芳
泉

◆日時 ５月28日(土) 10時～

◆会場 シズウェル 102号室

◆講師 キン・ヤダナソーさん
静ユース代表

（Shizu Youth For Myanmer）

◆演題 「ミャンマーで今、

何が起きているか」

◇◇入場は無料ですが、ミャンマー

へのカンパをお願いします。

→

国
軍
に
抗
議
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
支
援
を

訴
え
る
行
動(

東
京)

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
の
サ
イ
ト
よ
り
転
載


